１　生誕110年　岩橋英遠展－野生の眼
（同時開催／小柴外一のガラス―幻の技法“パート･ド・ヴェール”を求めて、新収蔵品展）

会期：平成25年4月20日(土)　～　平成25年6月16日(日)  
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会
協力：JR北海道


生誕110年　岩橋英遠展－野生の眼
Ｅｉｅｎ　Ｉｗａｈａｓｈｉ　Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ
　岩橋英遠（1903～99年、北海道空知郡江部乙／現滝川市出身）は、戦前、シュルレアリスム（超現実主義）をはじめとする西洋の美術思潮にも接近しながら、従来の枠にとらわれない日本画表現を模索、前衛の最前線で活動する。やがて、その革新的試みを土台としながら、自然を主題に斬新な視覚と精妙なマティエールによる独自の画風をつくりあげ、戦後日本画壇に新たな地平を切り拓いた。
　本展は生誕110年の節目に、その画業の革新性と魅力を改めて紹介するもので、戦前から戦後へとつづく歩みを“野生の眼”をキーワードに検証した。出品作は、英遠25歳の初期作品をはじめ、75歳から4年をかけて制作した29メートルに及ぶ大作《道産子追憶之巻》まで、当館コレクションを主に、故郷・滝川市に所蔵される名作などを加えて構成。当館が開館翌年に開催した岩橋英遠展以来、35年ぶりの公開となる戦後間もなくの院展出品作　《樹》(1947年、札幌・三吉神社蔵)のほか、戦前に発表された作品の写真資料なども取り交ぜ、紹介した。

●展示構成
Ⅰ　戦前　前衛―覚醒する野生の眼　

Ⅱ　戦後－野生の眼による風景

Ⅲ　野生の誇り―道産子の風景



小柴外一のガラス―幻の技法“パート・ド・ヴェール”を求めて
Sotoichi Koshiba: Pioneer of the “pâte de verre” in Japan
小柴外一は、粉ガラスを型に詰めて焼成するパート・ド・ヴェール技法に日本で初めて独自に取り組み、生涯にわたってその表現を追求した作家である。昭和6年に岩城硝子製造所に入り、組成も製法もわからないところから苦心を重ねて昭和11年、ついにその製品化に成功する。パート・ド・ヴェールは高度な技術を要し、制作に手間がかかることから、戦後は量産化の波に追いやられてしまうが、小柴は昭和31年の退職後も自宅に小さな窯を築き、昭和48年に71歳で亡くなるまで制作を続けた。
　小柴の仕事はパート・ド・ヴェールのほかにも多岐にわたっている。特に岩城硝子時代にはラリック調のプレス（型押し）製品のデザインを数多く手がけた。この展覧会では、遺族から寄贈された貴重な作品や資料から約130点を展示し、日本の近代ガラス工芸史にユニークな足跡を残した小柴外一の業績を紹介した。

●展示構成
Ⅰ パート・ド・ヴェールの探究

Ⅱ プレス（型押し）製品のデザイン


新収蔵品展
Ｎｅｗ　Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎｓ
平成24年度、当館では作品125点、資料79点を収蔵した。この内、小柴外一の作品群については「小柴外一のガラス」展として紹介したため、新収蔵品展では、11作家14点を展示した。

●作品展示
日本通運株式会社

●会場造作
株式会社クリエート工房

●広報印刷物
ポスター／Ｂ2判
チラシ／Ａ4判、両面カラー
印刷／岩橋印刷株式会社
デザイン／畠山尚

●関連事業
[ギャラリー・トーク]　会場は常設展示室
日時：4月20日(土)、6月8日(土)　午後2時～2時30分
講師：薗部容子(当館学芸員)
内容：「三輪途道〈月の舟〉をめぐって」

日時：5月18日(土)、25日(土)　午後2時～2時30分
講師：苫名真(当館学芸第一課長)
内容：「小柴外一と幻のガラス技法“パート･ド・ヴェール”」

日時：6月1日(土)、15日(土)　午後2時～2時30分
講師：土岐美由紀(当館主任学芸員)
内容：「岩橋英遠一野生の眼」


●主な新聞・雑誌記事等
[bookmark: _GoBack]【生誕110年　岩橋英遠展―野生の眼―】
北海道新聞「ほっかいどう　アート探訪」平成25年5月6日（月）朝刊
オトン「会いに行ける名作　岩橋英遠「氷結する湖」」2013年1月号

【小柴外一のガラス】
北海道新聞「展覧会　これくしょん・ぎゃらりい「小柴外一のガラス」」　平成25年6月3日（月）朝刊



